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II 9月 16日－ 11月 20目立

9月17日

・国連安保理事会，緊急総会を附く

9月20日

+•is回国連総会開く 0

・国連緊急総会終わる0

9月29日

4・第49回列国議会同盟会議，東京で
開＜o
．ユーゴ，インド，インドネシア，

アラブ迎合，ガーナの中立5カ国首
脳，国連本部で会談。

9月30日

.インドネシア，ガーナ，インド，

アラブ連合，ユーゴ5カ圏首脳，米

ソ首脳会談を要請する決議案を国連

健会に提出。

to月28
．アイゼンハヲー米大統領，中立5
カ国提案の東西首脳会談を拒否。

JO月38

・館3回DAG（附発援助グループ〉
金書E，ヲシントンで聞く。
10月4日

4砂ネーJレ・イン 1：首相ら中立4カ国
首脳，国述のA•A44カ国秘脅会訟
で米ソ首脳会談開催決議案への支持

を要請。

10月5日

・低闘発図援助11カ国委員会終わ
る。

．東京で開他中の3月j国議会同mlのイ
ンドなど8カ国政民団，アジア後進

国援助決磁案提出。

10月68

．インドなど5先悶，米ソ首脳会議

開催要求決扱索をf放問。
10月8日

0閏辿総会，中共加盟問題を次回ま
で持ち越しを決定。

10月12目

。列国級会問即東京会議，アジアに

おける植民地主義・人種蓋別・再年

附反対を決議して日程を終えた。

JO月17目

。ECAFE,FAO, BATO （国連技
術援助機構〉共催の紙・パルプ国際

会議，京京で開催。

。第2回アラブ石油会議，ベイルー

トで聞く。

10月31目

。コロンポ・プラン東京会議聞く

(31日～11月17日〉

JI月JO日

φ国連総会資格審査香，カサブブ大
統領に団連コンゴ代表権を与えるこ

とを可決。

ti月10日

φA•A辿mi存議会，ベイルートで
聞く。

I 1月16目

。SEATO第13国軍事制問会議，パ
ンコックで聞く。

J1月17日

φコロンポ計画会議終わる。

11月初日

。OECD滋・平につき， 20カ国代表基

本的に合意。

9月16目

。中悶の各民主党派中央委員会肱大

会議終わる。

9月17目

。中悶外務省，中闘機のインド積雪f
侵犯を否i沼a

9月20日

・: 

:: 
：＝ 

。中国とモンゴル，「中闘が労働者

を派遣してモンゴルの生産建設を援

助する協定」に調印。

φ国連経済開発特別基金，国府に32
万！とルの援助を発表。

タ月 23日

φ中国軍事友好代表団，アラブ迎合
を親替訪問。

9月24自

令中周囲民党革命委員会館4期中央

~員会第 2凶拡大総会終わるo

9月26日

。毛沢東中共主席，ウ・ヌー・ピJレ

マ首相らと懇談。

9月27因

。中国，アフガニスタンとの友好不

可能条約を批唯。

9月29目

φ日本政府，イランとの貿易取り決
めと経済協力について承認。

タ月 30日

φ周思来中国首相，建国祝典でソ辿
との団結を強調。

。中国・ピルマ閏境合同委員会第・4

同会議の第2回会談北京で聞く。

φ中同政府，ナイ~エリアを承認。

令中国，ルムンパ首相の援助要紡に

対し， 100万ポンドの直接援則Jを申

し出た。

。毛沢東中国首府ら，アパス・アル

ジエリア共和国臨時政府首相と会

談。

9国府新たに国辿に加盟した新独立
16出国のうち， 2ンゴ〈旧仏領）な
ど7ヵ固と外交関係を結んだと発
表。

。DLF（米開発借款基金〉， 台湾屯
力会社に2050万 1.:Jレの借款供与の協
定に調印。

JO月 1日

令中国・ピルマ同問，国境条約正式

I21 
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調印。

0毛沢)U:Jミ－~W，ギエユアのセクー・ト
ーン大統制にメフセージを送る。

。亡命中のダライ・ラマ，匡辿にr]:i

dさ侵略を111!11・.するよう提訴。
うコンゴ・中間協会， レ功・ボルJtピ
Jレで発足。

令英国政府，アラピア石油l~lJ也°I－：つ
立問μ｜シェJレ石irt！の利益金日：与しな
いよう外務省にゆし入れ。

10月28

,:';lらli部ti1¥
代ジ之ドEレセブシ司ン'"C?Rオ4人の安！足
＇」llイf’を'.Lt』t。
。i:j:i ソ去；uf欽j首（甘i.{~~j附引・（ーアク
トガイ!HJ)の技終！沢完成。
令幹回大法廷，前内相YinKyn Che 

tこ死刑IJ>RJ:~J。

令シ品Jレ石油会社，アラビア石1111の
原油受け入れをil't汗。

10月4目

今j司店、来首相，イギリスのテレピジ

ョン放送で中町島！境IUJ＠などについ
て諮る。

10 J:.I .S目

。中間訪問中のアパス・アルジエリ

ア臨時政府廿相，周恩来首相と共同
;cr明を発表。
。緋悶抑制の日本漁船只，釜山から

師岡0

0日立製作所，鉄・泊11，：阿工場建設で
アラブ迎合と契約。

10月6目

。科国政府，兵力5万人削減を発
表。

JO月8目

。岡本とベネルフクス 3HJ¥，通商協
定調印。

10月11日

φ日本・イラン問問，新貿易取り決
めと 3000万ドルの経済協力協定調
印。

。学生デモ，幹国民議院に乱入。

10月12日

。幹闘民級協，民主反逆者に対する

刑事事件臨時処理法案を可決。

φ韓国，ナイジエリアをj取認。
10月13日

I22 

0・ l」l~ ・北鮮問問， 4 {.l200D万ルー
ブルの長期的うよおよび物氏・技術提叫

協定に；珂印。

JO月14B 

9).j（城地方故：1:1Jr9r，民主反道場らを
.jJf g'.[込~wo 

10月1.5日

令帥闘の革新政党単純統合の新政党

結成をlドし合わせ。

。通産省， イン Fに対し2300万FJレ
の追航｛前日供与，インド偽・3次5カ
1,E.;H凶へifCT:5000万戸Jレの日用供与
および延べ払いJ切lr.¥Jを101r：二魁WIを
決定。

10月17日
ウ中国と象庁？（1i}.j~，外交関係樹立を
¥a説。
10月20目

。仰｜封政府目的予備会識の代梨問リ

ストを発法。

10月248 

GピJレマ；訪問中の1l-1 I鴻白易代表l乱
1961年にピルマ米30～40万トン11ぃ
付けると発表。

10月25目

。郊5次日斡全開会談の予断会談聞

く。

10月26目

。斡同政府，が.j-)1(・ 1：）レ公定レートYJ
り下げ (1ドル：：：：：1000ホヲン〉を発
表。

10月27目

。中固とマリ述調i，外交関係樹立。
。日本・ベンガルttJi予定期航路の巡
i'2同盟，東京総会で日本からのプラ
ント輸出促進のため東京にプラント

類の中央荷受け所設置を決定。

10月30目

。F協同政府，新自治法を公布。

11月1日

く〉日木とインドネシア，ギニア，ス

ペインとの郵便為替再開。

Tl月2目

。純国政府，ダモ組制立法化を検討

するこ止を閣議決定。

。ツエデンパル・モンコ＇；VN・相ら代
表問，モスクワ訪問。

11月4日

。劉少脊主席ら匡1:1間代表問，ゾlli，漬
｜可。

11月6目

。毛・訴京主fli~I メyセ－ ：＞でブ首ffl
0）平等~WJ共存；二対する；：~uいな·rtむt。

_11月7日

イシrl1国・インド岡境断定にi則するj,IJ
1;.J代表部，ラングーンで会i訟をmi
始。

心中国・ネパーJレIM拡fi, 1~.'J=ltおよ
び測引を開始。

11月10日

今中共とモロッ :i, 2800(¥!: 1: Jレの！ii
貿易，協定調印。

ll月12日

ウS！太子ご央主：，，..::; i"・yフリ力
4ヵ悶訪問に出発。

ウ3先制梁界は，イン Fのパイラディ
ラ，ルールヶラ阿鉄鉱山開発のたの

パイラディラ凶発促進委を設i町l,
同時に現地に代表部をおくことを決

定した。

。台湾で大軍部品~習実施。

。韓国民主党旧派，新党の名称セ

「新民党」と決定。

11月13目

。沖縄の立法院街並判長j始。

11月u日
く〉政府，インドネシア陥侃第3年低

計画l了京。
。斡閏に第3の保守党「共和党」発

足。

II月IS目

。日本・ピルマ問問，貿易交渉を打

ち－！｝）り共同声明を発法。

〈〉帥悶悶~，逃亡中のjjij内務部長官
接続棋に全国手配。

11月 16目
。北京の名訳，£巴梁労働力料視に抑

f託する『紅却t』論文を1呂投。
11月17目

。卒先食中国訓総理，ゲパラ・キュ

ーパ代表と会談。

11月18目

。J;':j思来中国総理，米のカリブ＃1.HH
動を非難。

今市北側鮮統一j!¥J屈を研究する学生

団体「京城大学民族統一述盟」結成
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さる。

11月19目

。北朝鮮尿路会i瀧， 「i台・北交t<tJを
提案白

令北京放送iζよれば，北鮮は大山作
で企航手I；＿庭向は380万3000トンに述

ナるみこみ。

。円本プラント協会，米パキスタン

の製鋼ブラント建設に協力すること

を決め，近く調査団派泣。

II月20目

。目本の総選挙施行。

令中岡科学技術代表問，ヅ JI,シ4，ッ

活。
。小坂外相，スパンドリ渇・・インド

ネシア外相と泊1ili条約で話し合い。

ト東南アジア｜

タ月 16日

⑫インドネシアとルーマニア，技術

援助協定lニ郡印。

。インドネシア共産党結t関紙『ハリ
アン・ラキャット』発行停止。

9月］少目

。i首グェ卜ナム陶仔，エチオピアと
の外交関係樹立を発裂。

。インドネシア・中間友好協会u~ 3 
回全国大会終わる。

9月21日

φマラヤの帯主会議，シエド・プト
ラ滞王を新首長に選出。

9月24日

今グェトナム泊mの報i立によると，
南ゲェトナム'.iJT.，メコン川下流で共

産系反乱分子を柿討。

9月25日

北ヴェトナムの位決会誌終わる。

9 J:.1 26日

~パシタナ・ラオス国王，ノサパン
副首相とインシシエンマイ経済相の

解任を示認。

。スカルノ・インドネシア大統領，

!El連給会に H.IN~i'のため渡米。

9局27目

。スカルノ・インドネシア大統制，

米日し池田首相と会談

9月28目

もラオスのプーマ政府'.iJT.とノサパン

反政府取の附司令官，和平交主l,:を聞

く。

9月29目

。プ｛マ・ラオス首相，ラオス全土

i-c.伴i晩命令。

。インドネシア・カンボクア友好条

約を批拠。

？月 30目

。ラオスのコン・レ大島I，プー ＂-l前
相の，.，；~J政命令に反して戦闘を続行す
ると戸I到した。プーマ？？相はソ連と

外交関係を樹立する略的主：ill;：めてい
ると¥ia’？k..o 
。ナスチオン・インドネシアI到防
相，米首脳と対イ援助社副にっさ会

説。

。インドネシア~l{i~， コンゴへ山

Jfr。
。インドネシァ政F(;f' j日スマ I、ラIJ日
発iこ｜則するIオ木の協力￥.H＠をJ江市0
0オランダ陸軍，西イリアンの兵力
を増強。

10月1日

。ラオスの反j'fi.命'.il[降服。

。米当時，対ラオス扱助をr.l・：r_llニ。

。インドネシア政府，インフレ抑制

のための輸入経和政筑と経済事Hil8
カ年計画を発表。

10月2目

。ラオス愛国党，政府との交渉開始

を決定。

10月3目

。問ヴェトナムのゴ・ジンジェム大

統領， i何北ヴェトナムの平和的統一
は可能と諮る。

。ラオスの米大使館当局，アメリカ

の対ラオス援助ι1:1JI.この報道を否定。

φ米，インドネシアに軍事援ー助を約
羽I。
。インドネシア，文化協定調印国お

よびコロンポ・プラン諸国の学生：こ

奨学金を支給すると発表。

。マラヤ，コンゴ同tli::JIに640人か
らriiとる'.i［（隊を派泣D

10月4日

〈〉ラオス政府軍：パテト・ラオの木

批サムネワは政府に引き蹴さ；／＇したと

発悲3

。ラオス国：I：，ソ辿との外交i朗読樹
立にl司怒。

10月5目

。中共当局，インドネシア在住3何時

に対しインドネシアの法fltを守るよ
うに指令。

10月6日

ウソ辿・ラオス両国，外交1刻係樹
立。

。スカ Jレノ・インドネシア大k1~1起し
アイゼンハワー米大統制と会談。

10月7日

うヲ！と伝l:f.15桁守対ラオ 7-W~li：峰山の一
昨日E止を先決。

10月8目

。ラオス政府，パテト・ラオとの;f1J

3fi.・交渉開J始。
。パーソンズ米／jl務次官有！JI:,，ラオ
ス間闇討議のため［11H也へ出発。
。プーマ・ラオス首相，米軍事；援助

停止が続けば必要な搭也をとると声

明。

。カンボジアのシアヌーク首相，辞

意を表明。・

0スカルノ大統制，地方；立法i議会を
すべて語科設し，大統領の地方行政統

制権を強化。

10月少目

。インドネシア公共事業省，開発5

カ年号｜制発表。

10月10日

。プーマ・ラオス背相ft，ソ辿媛叫

を受ける｝！？怒ありとJ-!$問。

。インドネシアのナスチオン国防

棺，シンガポールとマラヤを公式訪

日i，酉イザアン11a閣を話し合う。

10月ll目

。ラオスのプ目γ政府，パテト・ラ

オとの会談開始。

。北ヴェトナムの中央委員， 9月末
現在，河南~主誌の23%が品業協同組
合に加入L，やJ扱集団化が完成した
と発法。

10月12目

。タイ外務省当局，ラオス駐在M応！
大使館およびピエンチャン在住金タ

123 
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イ国人に帰国を命令。

。ラオスのプーマ首相，パーソンズ

米国務次官補と会談。

。インドネシア外相，カルカッタに

おいて第2困バンドン会級閲他を提
泊目・日。
。ソ辿のパトリチェフ外国f.0詰梢，
インドネシア訪ll-Oo

10月13目

e，タイのサリフト首相は記者団に，
米国はラオス政府にパテト・ラオと

の交渉を中止するよう要約したと述

べたo

。カンボジア各都市でシアヌーク首

相の留任を求めるデモ起こるo

10月J.4日

。米のラオス工作失敗し，ラオス政

府，パテト・ラオとの会謀総行を発

表。

.マラヤのラーマン首相酉イリアン

問題関停の試案を持って米英両国へ

出発。

。ソ辿，インドネシア r・：：：.・病院を寄

贈。

10月IS日

令ピエンチキン放送によれば，アブ

ラモフ駐ラオス・ソ辿大使はプーマ

首相と会談しラオスの中立政m支持
の意向を表明。

TO月16目

。北京放送によれば，タイ国政府は

ラオスに対する経済封鎖を強化し，

ttラオス貿易を禁止したといわれ
るo

.タイの政府・1fC.ヱ栄・学術など
の各部門から成る大規脱な代器団，

~ーストラリアを視鍛JJiruJ。
。インド紙の報・泡によると， ソ辿t・'i

ラオスに経済・ 111'.~1f.援助を申し出て
いる。

10月17日

e，ラオスのプーマ首相，国民議会で
反共・中立政鍛を発費，日議会はこれ

を承問。

。米政府，ラオス援助再開。 ！9.主ラオ
ス・ソ述大使も経済援助申し入れ。

φパーソンズ米国務次官補，ラオス
問題につきタイ1守桐と協破。

10月18日
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。パテト・ラオ，サムネヲ州の政府

への引き渡しに同意するとともにプ

ーマ政権との辿立を要求。

。ラオスのプーマ首相は，コン・レ

大別を2週間の軟禁処分にしたと発

裂した。これは岡大使が新ソ述大使

の着任に際し，個人の資格で挨拶を

述べたためである。

10月19目

。ラオ7,.愛悶党機関器『ラオ・ハク

サト』復干!Jo
φインドネシアのナスチオシ国防長
官は，国民融会の選挙は1962年に行

なわれると述べた。

10月21目

。ラオスのパテト・ラオ党首スファ

ヌポン股下，プーマ首相の協力喪訪
を拒否。

。カナダ政府，コロンボ・プランの

一環としてマラヤ開発計画に3500万

マラヤ・ 1：）レ援助を決定。

。カナダ訪問中のマラヤ首相，西イ

リアン問題解決の必要を強調。

10月26日

φ英政府，クアラルンプールの~’車
基地をマラヤ政府に附与。

10月27目

。ラオス政府，ソ辿媛幼を原則的に

受給。

JO月28目

。米国の対ラオス援助再闘さるo

10月31因

。ラオスに各政党，大衆組織などか

ら成る統ー委員会設立。（中央委名

校総長プーマ首相，スファヌポン』投

下。日高長フォンサパン，制限・民コン・

レ大尉〉。

11月l目

。インドネシア政府，全悶石油産；f占
を国営または政府指名の首，Ht染者・に
移す新石油天然ガス法案を発表。

11月2目

。タイ政府，ソ辿の技術・科学援助

申しl:Hを受諾するが，文化援助は拒
否すると発表。

ODLF （米附発借款基金〉サイゴ
ンの水道施段改良のため南ヴェトナ

ムへの1750万ドル併欽供与を承認。

〈〉北グェトナムのホー・チミン大統

領，モスクワ訪問。－

φオランタ百府酉イリアン自決権を
与える新方式に関する覚え書きを砲
会に送付。

φ英・イン！とネシア両国，航空協定
に調印。

1 t月3日

。タイのサリット首相，クイ閣はソ

辿の経済援助受け入れの用意ありと

1？明。
今インドネシア， 1961年度ピルマ米

25万トンを買い付けると発表。

＂月 4目

。ハノイ放送によると，ゴ・ジンク

忍ム南ヴェトナム大統領~＇；］：.，メコン
川デルタ地区の共産系ゲリラ掃討を

命令した。

。ラオスに新政党「平和・中立・協

調・統一のための建設機構J誕生。
党首はプーマ首相とスファヌポン殿

下o

11月5目

。南グェトナム国会，テロ活動に対

処する非常手段の立法権を政府に与

える法案を採択。

φ米・インドネシア両国，米余剰量
産物1600万 1st）レの売却協定制印。

〈〉インドネシア，米余剰出産物1600

万 1：）レ:Hい付けを決定。

ll月6日

φフィリぜンのセラノ外相来日。

11月7日

。ソ主If，タイに無制限扱JJ)Jを約束。

11月8日

〈〉フィリピンのセラノ外相，｝抑国を

公式肪！日］， ~~首相と貿易促進などに
ついて会談の予定。

。米，タイ阿国降下郎隊合同部習実

施。

11月9目

φラオスのサムネワ市民集会，ラオ
ス愛国I脱税党を含む迎合政府樹立と

国内統一実現を製求。

11月10目

。フィリピンのセラノ外相，紳閣か

ら日本に向かう。

。北グェトナム当局，北グェトナム

1f（は南グェ l、ナムに進出せずとの戸
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明を発表0

．インドネシア臨時人民会践（MPR
S），バンドンで初会議を聞く。

11月11日

．商ず£トナムの降下部隊4大隊は

早朝，ゴ・ ：），ンジェ J,r政権転覆を目

的とするクーデタ｛を起こし，革命

要員会のグェン大佐は臨時政府樹立

を発表した。サイゴン国際空港は閉

鎖された。

．フィリピンで，フィリピン国家開

発会社が日本の造船会社から収賄し

た事件摘発さる。

．ラオスのJレアンプラパン守備隊

は，ノサパン側に寝返ったといわれ

る。

It月12日

．甫ヴェトナム・クーデター失j肢に

捺わり．政府は反乱分子に大赦を与

えると声明。
.ラオス政府， Jレアンプラパン巳お

ける反乱にっさ協議。

．マラヤのラーマン首相，中共，国

府に国連加即を;1{!,めるよう米英に提

案。

11月13日

・南ゲェトナム・クーデター指泊

者，カンボジアへ逃亡。

・北ヴェトナムと北鮮，長期貨物交

換協定調印。

．ラオスのプーマ首相は「政府はバ

ッタナ国王の決定は反乱1JIが強制し
ている疑いがあるから受けられな

いJと述べた。

11月1.4日

．ラオスのプーマ首相，王都Jレアン

プラパン車問のため攻撃を開始する

と言明。

11月15目

.ラオス国民議会，ノサパン派との

吏捗提案。

．インドネシアと米政府， t≪3次余
剰量産物処理協定の基本契約に調

印。

11月16日

．南ゲェトナム政府，すべての部門

にわたり広範な改革を行なうと発

奮。

.甫グaトナムに反共揃正機関「共

店主援者，反乱者に反対する民衆委

員会」設"SLo
。ラオスのプーマ首相， 「米国はノ

サパン派を支持しているJ｝：＿非難。
〈〉ラ才スのプ｛マ首相主愛閏破線党

代表団，次の3点で意見が一致した

と発表。中国，北グェトナムへ外交

代表同派遣，ラオス，北グェトナム

との郵便屯侭関係回復，中間主友好

関係樹立。

11月17日

φラオス王国政府と愛国戦線党代表
団，連合政府樹立に意見一致。

〈〉ラオスのサパナケット放送によれ

ば，陸軍参謀長ウァン，ラチコウン

将軍はノサパン側に参加した。

。マラヤのラーマン首相は，西イリ

アン問題について22日以後オラング

政府との会設を申し入れたと述べ

た。

Jl月 19目

。北グェトナムのファン・バンドン

首相，ラオスのプーマ首相に対し，

政府代詩団を招待・0

。米当局は，プーマ・ラオス首相が

パテト・ラオとの辿立内：.:Jを作れば
対ラオス援品）Jの削減あるいは停止を

考慮すると戸明。

9月18日

令ネーJレ・インド首相，中国・イン

ド国境会議の中国代表と会見。

9月19目

。ネーJレ・インド首相とアユブ・カ

ーン・パキスタン大統領，インダス

川水利協定に調印。

9月20目

。カラチ訪問中のネール・インド首

相，アユブ・カーン・パキスタン大

統領と会験ロ

9月21目

。ネール・インド首相とアユブ・カ

ーン・パキスタン大統領，カシミー

ル問題を討議。

9月26因

。エンクルマ，ガ｛ナ大統領とネ－

Jレ・インド首相会談。

9月27目

。ピルマ軍事親善代表問，中国を防

問。

。ネーJレ・インド首相とチトー・ユ

ーコ’大統領会談。

9月28日

φウ・スー・ピルマ首相，中国を訪
問。

9月30目

。セイロン，インドからの不法移民

取り締まり強化を発表。

。米農務省，パキスタンに870万

8000ドル相当の米国余剰米買い付け

栴限を付与。

10月1目

。インド商工省，外貨流出防止のた

め，電気保具など107品目の輸入制

限を発表。

。パキスタン訪問中のソ述地下資源

調査問帰国。

10月3日

φパキスタンの園述代表とユーゴの
チト｛大統領，ヨルダンのフセイン

周王と会設。

φパキスタンのラーマン商務相，輸
出促進のため国民に茶を節約するよ

う袈泊。

令セイロン政府，繊維品輸入一部制

限を発表。

〈》ネバール政府，国の；恨本的行政区

分を再編成．全閣を3つに大別する

と発表。

10月4目

。インド代表団，中印国境問題につ

いて最終的会談のためラングーン到
叩

本』＇o

令パキスタン，アフガニスクン政府

に，最近の両国国境へのアフガン1JI
終結と侵入に抗議。

$パキスタン閣辿代紫，ナセJレ大統

領と会談

③セイロン， 2大新聞を政府統11目］下
に位く治架をi.VJ日Ito

10月5日

φインド紙，中間耳Zのシ yキム侵入
を報道。

。インド，アジア・アフリカの留学

生60人に奨学金を支給することに決

定q

I2ラ
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。イン 1：，チュ ζ ジア，総瓶詰50万

1: Jレの貿易協定に割印。

。インド・アフガニスタン，現行貿

易協定延長に決定。これに伴いイン

ドの貿易使節がアフガニスタンを訪

問。

10月6日

φ中印国境問題の資料調査と会談の
ためWi印中の中間代表はその錦、2段
附の会設を終わり帰国した。

。パキスタン筋2次経済開発5均年

号I・繭に対する金融扱幼子I織のため，
パキスタン悦権国会議ワシントンで

！剖他。

令アユプ大＆c1悲しパキスタンはカシ
ミーJレ問l岨解決までインドを信用せ
ずとrcr!JJJ 0 
1 0月7白

。アユプ大統制，パキスクンはカシ

ミーJレの休戦ラインf；：－.満足せずと司

問。

10月B日

。ネパ四Jレは中国との国境紛争解決

の最初の試みとして岡田代訟を悶境

地11~へ送ることに決定。

10月10日

⑫インド市町波長官，日木の政問批

判所を防Hilo

10月11目

。米輸出入銀行，パキ;:r,タンヘ 640

方ドJレの借款供与を発表。

11月12目

φ外国貿易相を団長とするソ辿貿易
使節団訪印。

10月14日

令インド経済開発に伴う国民所得の

分配状況の翻査委員会段位。

φアメリヵ政府，ボンベイ近郊の大
肥料プラント建設資金全額調達を受

諾。

。日本の織物機械工業代表団，パキ

スタンに到着。

。訪印中のソ述貿易相ラングーン訪

問。

10月15日

φインドとポーラン J.t，貿易協定を
更新。

今インド政府，ソ辿からへリコプタ

126 

ーなど機械設備の買い入れを決定。

。セイロンの科学者，オ－；：，.トラリ
アの科学者との交流を提唱。

10月16目

。インド政府当局者，ソ辿から航空

機買い付けのためモスクワに出発。

。インド最初Jのj~科大学北インドに

開校。

。セイロン議会，政府の私立学技に

対する統制力を強化する法案を泊

；）~。

〈〉ピルマのタキン・ティン政相ら来

日。

10月 17目

。パキスタン政府の同富市毎；医学研

究所へ学生を送るようにとの申し！：I.I
を，ピルマ，インドネシア，セイロ

ン，アフリカ尚｜調など11ヵ聞が受け

入れた。

10月18目

。インド，パキスタン鉄道会談終わ

る。両国の越境旅行者の使'.iii:をはか
ることに意見一致。

10月19目

。アメリヵ，インド政府に対し1低
2000万ルピーの借款供与を承問。

。パキスタ・ンのショアイブ政相来

日。

10月20目

。パキスタン政府，日本織物機械使

節団と 1低ルピーの織物機械買い付
け取ワ決めを結んだ。

10月21日

令米政府，インド政府に対する2!500
万ドルの（8＇款を承認。

10月22日

φセイロン政府，府港からの織物粕
入航限発表。

10月24目

。インド・ソ述両国，今後3年聞に
貿易B：を3倍にする協定に肉印。

10月25目

。インド・ユーゴ開国， 61年度通商

協定調印。

TO月27目

φネパール政府，酉ネパーJレりゴル
カ地方で政府転寝運動が起こり，ぞF

主連に島’｛圧されたと売談。

10月31日

〈〉日木，ピルマ貿易会談聞く（1～
8日〉。

11月1目

。インド航担，デリー・カトマンズ

問就航開始。

。パキスタン，フィンランドと穴易

一般協定締結のための交渉J創始に決
定。

。北京放送，ハンガリー・ピJレマ丙

同の外交関係樹立を報道。

l1月2目

。カルカックで日本文化炭聞く。

11月4日

。インド・チェス平等主悲の越礎

に立つ新貿易協定に調印。

。インド，国辿で国主l15"!U;1修正検討
のための委員会設院を挺集。

。日本鉄鋼業代表問ニ zーデリーヨヨl

－－ 
:.u・。
11月5日

。パキスタンのアユプ・カーン大統

領，アラブ巡合を公式訪問。

。ピJレγ ・北鮮貿易00係聞く。
〈〉ピJレマのウ・トイン貿易相来日。

11月6日

φプラサド大統傾，ネーJレ1首相〉ソ
辿10月・w.命記念日に隠してメッセ｛
つを送る。

l 1月7目

。ピJレマのウ・トウイン貿易相，日

本に対しピルマ米買い付けを袈望。

I 1月TO目

。ピルマのウ・ヌー首相訪印。

1 l月12日

¢，ネーJシ首相とウ・ヌー首相，ニュ

ーデヲーで会談，インド・中国国境

紛争について調停を試みる。

。アラブ迎合のナセルとパキスタン

のアユブ・カーン両大統領，緊張緩

和につき共河コミユュケを発表。

l 1月14日

。インド政府，インダス水利協定を

批准。

φインド政府は下院に中印国境紛φ
に限lずる白性を提出じ，.その中で中
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共11Iのシッキム地区位入に抗議した
ことを切らかにした。

。インド政府，京ドイツとの貿易協

定に澗印， 19Gl1pより民泊の予定で

ある。

。メンジース・オーストラリア首相

はイングス水利計聞に700万ポンド

の援助を与える法案を議会に拠出し

た。

〈〉ウ・ヌー・ピルマ首相，ネール首

相との会j誌を終えて帰問。

11月ts目

。メノン・インド外相，間述政治香

只会に完全軍縮fこ限lする新決議案を
従出

9月16目

。ワシントン輸出入銀行，アラブ辿

合に2250万ドルの併訟を供与すると

発表。

9月23日

米国，ヨルダン政府に9月の予算赤

字を足I!めるため330万ドルを援助供

与。

9月25目

。イラク，ソ辿との経済・技術協力

協定を批准。

。イラク'.iJ7:引友好代表団，中聞を友

好訪問。

。アラブ迎合のナセル大統領，キュ

ーパのカストロ首相と会談。

9月26目

。米政務省，イランに小麦または小

法拐の買い付け権限を付与。

9月31目

。テランケピッチ・ポーランド首相

とダウド・アフガニスタン首相，両

国共同声明に開印。

10月1目

。ヨルダン政府，イラクのカセム政

府を承認し2年ぶりに外交関係を回
復。

10月7日

令フセイン・ヨルグン問主，アイゼ

ンハワー米大統領と会談。

10月17日

く〉アルゼンチン・イスラエルF可11111司
交再開。

10月18目

。イラン，対日輸入制限撤雌を決め

!lll日実施。

。アラブ迎合，ヨルダンの悶境侵犯

を非難。

10月 19日

。DLF，イスラエルに600万ドル融

資。

10月20日

。ヨルダン・イラクjifJ商問の始送お
よび通信再in~ 。

10月21目

。アフガニスクン問主，アラブ辿合

訪日［J:こ出発。

10月23B 

<)DLF, アラブ巡合シリア.I自｜又に
対し500万I;Jltf/\'」＊fJ~lfo 

10月25目

。イラク・ソ辿両国，イラクの田沼－

ti,i1設立その他に対するソ述の援助
協定に調印。

l 0月26目

。アラブ・ユーゴ両国， 60/61年度

文化・協力計画調印。

11月2日

。ユーゴ・アフガニスタン向悶，科

学・文化協定調印。

11月4目

。アユブ大統仮サウヲアラビア訪問

を終わりアユプ・サウド共同戸明を

発表。

11月6目

。イギリスとアラブ迎合共和国は，

両国の大使交換を12月1日に延期し
，． 
h・0

11月14目

。東独代表面，来年，奮の通商拡大の

ためアラブ辿合訪問。

11月20目

。アラブ経前述盟臨時理事会，欧州

共同市場に対抗してアラブ共岡市場

創設を提案。

アフリ力

9月16目

。モブツ軍司令官指柿下のゴンゴ軍

兵士，ルムンパ首相および側近幹部

全員を述捕。

9月18目

。Jレムンパ・コンゴ首相とカサブブ

大統制和解立言に署名。

9月20目

。レオポルドピルの扇辿I!Ii切による
と， カタンガチl・Iで大出殺事件起こ

る。

9月28目

。サウジアラピアのジフタで，同問

訪問中めセクー・トーレ・ギニア大

統'ii!iとサウド悶主，共同戸切1を発
表。

10月1日

。ナイジエリア共和問独立。

10月19日

。モーリタニア独立。

10月27日

。全アフリカ自由連励会議，中央ア

フリカ辿邦即時解体への努力ιモ
ンクトン報軒拒否を決i破。

l1月2目

。象牙海岸開会，新rM-法を可決。

11月7日

。束アフリカの英保政備ザンジパ

Jレ， 1961年1月の総選挙後に自治政

府をもつことに決定。

11月9目

。二ジ£ール初代大統領にハマニ・

ディオリ民決定。

11月10目
。アジア・アフリカ人民連晴香執行

委員会ベイルートで聞く。

11月11日

。コンゴのルムンパ首相，国連に対

L庖民投票を提明。

11月T7日

。ガボン共和国のムパ首相， 6カ月

間の医家非1ll吋F践を笠宮。
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